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視覚誘発電位 visu ally e v oked pote ntialくV E Pl の 臨床応用 を目的と して， 正 常成人27名で図形
反転刺激に よ る VEP の 左右差， 再現性 個人差， 刺激頻度や図形 の 格子 の 大き さ に よ る変化， 両眼視 と片
眼視 に よ る差異に つ い て検討 した． 一 過性型 くtransient 郵 の V E Pを観察 の 対象と し， そ の 早期成分で
ある Pl， N．， P2， N2 の 4成分に つ い てそ れ ら の 個々 の 頂点潜時と， P2－N2 間の 振 巾を解析 した ． その 結果，
頂点潜晩 振巾と も に 有意 な左 右莞 は み られ な か っ た ． 同じ被検者で 同じ時期 に 繰り返 され た記録の 間で
の差異や個人差に 関 して変動係蓼 c o effic ent of v a riatio n くC V l を用い て検討 した． こ れ ら の両 方に 関
して振巾は頂点潜時 と比 べ る と著 しい 差異 ほ た は変動うを示 した ． 頂点潜時 に 関 して は特に Pl 成分 が変
動 し易 か っ た ． 1 Hz と 2 Hz の 刺激頻度の 間 で ， 2 Hz の 方が 1 Hz に 比 べ て 頂点潜時が延 長す る傾向が み
られ た． また， 格子 の 大 きさ の 異 な る刺激図形 の 間で ， 大き い 格子 の 図形の 方が， 小 さ い 格子 の 図形の 場
合 と比 べ て頂 点潜時が有意に 短縮 した． 両眼視 で は片限視 に 比 べ て 頂点潜時の 有意な 短縮が み ら れ た．
これ ら の 頂点潜時の変化 は V E Pの 発生 に お い て伝導速度の 異な る視神経線維群 が参与 す る た め と推測さ
れ た．
Key w ords vis u ally ev oked potentialくV E Pl， pattern r e V e r S al V E P， tra Sie nt
V E P
中枢神経機能を探る神経生 理学的検査法の ひ と つ と
して 大脳誘発電位 くc er ebralev oked pote ntial，C E Pl
記録が 1947年の Da w s o nの 研究 以 来知 られ て い る。
C E P は自発脳波よ りも低電位の た め， その 単独の 形 を
脳波上識別す る こ と は困難で あ るが ， 1960年代に 入 り
電子 工学の 発達 に 伴い ， デ ィ ジタ ル 型電子 計算機 を用
A bbreviationsニ C E P， C e r ebr al ev oked
Visu ally ev oked pote ntial．
い た 加算装置 に よ っ て 容易に 検知 ． 記録 す る こ とが可
能 と な っ た ． 最近で は こ の よ う な検査機器 の よ り－．，イ一層
の 簡便化や低廉化お よ び神経系疾患の 研究 や臨床に お
け る C E Pの 有用性 に 伴 い 各種 の C E P記録 が広く普
及 して お こ な われ る よ う に な っ て い るり ．
C E Pの 中 の ひ と つ で あ る 視覚誘発 電位 くvisu a11y
potential三 C V， C O effic e nt of v a riatio n三 V E P，
図形反転視覚誘発電位
ev oked potential， VEPl は視神経病変 く多発性硬化
症や各種視神経軋 緑内症な ど1， 視交叉 後病変 く皮質
最 後頭葉腫瘍な ど1， 弱視な どの 神経疾患や限 科疾患，
また眼心 身症や ヒ ス テ リ ー 盲な どの 精神疾患 に お け る
広い 臨床的応用 の 点 で 重 要で あ る． 特 に 多発性硬化症
で は， 自覚的に も眼 科的診察 で も異常 を認 めな い 初期
の視神経病変を検知 で き る点で ， その 早期診断に 有力
な こ と が 知 ら れ て い る2I． V E Pの 研 究 は 1961年 の
Ciga n ek に 始 まり， 1 960 年代ま で は 主 と して 閃光刺激
による V E P が盛 ん に 研究さ れ たが ， こ の V E P は刺激
条件の若干 の 相違に よ っ て大 きく 変動 し個人差 また は
同 一 個人 に お い て も正 常値の ばら つ き が少な く ない ．
1970 年代 に入 り， よ り安定し た波形や電位が得 られ る
図形刺激 に よ る V E P が研究さ れ る よ う に な り， 最近
では白黒 の 格子縞模様 く市松模様う を反転 させ る 図形
反転patte rn r e V e rS al刺激が 推奨 され ， 一一 般 に 用 い ら
れてい る3I． 今 臥 図形反 転刺激 に よ る VE Pの 臨床的
応用を目的と して， ま ず正 常成人 で そ の 左 右差 ， 再現
性， 個人性， 刺激頻度や図形 の 大き さ に よ る変化， 両
眼視や片眼視に よる 差異 に つ い て 検討 したの で報告す
る．
対象 お よ び方法
対象は 正 常者 27名 で ， 年 令 は 20へ 22歳 く平 均21
齢 ， す べ て女 性で あ る
． 検査 はす べ て裸眼でお こ な っ
た く裸眼視力 0．61士0．61う．
工 ． 検査条件
検査は シ ー ドル され た 暗室 く照度 10ル ッ ク スぅで 被
検者を安楽椅子 に 座 らせ て行 っ た
． 被検者 の 日と刺激
図形 を呈 示す る テ レ ビ モ ニ タ ー の 画面の 中心 を同じ高
さに し， 両 者の 距離 を約1 m と して ， 検査 の 際に は こ
の 画面の 中心 を注視さ せ た． テ レ ビ モ ニ タ ー の 画面 に
対する視角は約 17．2 で ある く図 1う．
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口 ． 記録電極の 配 置
脳波筋電図学会 の誘発電位検査法委員会の 指導3Iを
参考と し て， 不関電極を鼻根部か ら上 方 12c m の 部位
くM Fうに 置き， 関電極は後頭結節 か ら上 方5c m の 部位
よ り， この 部位 を耳介前点と結 ぶ線上 で それ ぞ れ左右
に 5c m側 方に 置い た く図2， L O， R Oフ． 接地 電極 は
左耳に 置 い た． ま た 電極 の 接触低抗は 5 k n 以下 に な
る よう に した．
工王I． 図 形反 転刺激
白黒 の 格子 縞模様 の 図形 をテ レ ビモ ニ タ ー に呈示 し，
一 定 の 時間間隔 で 反転さ せ る図形反転刺激を行 っ た ．
す べ て の 検査 で 全視野刺激 と し， 半側視野刺激 は行わ
な か っ た ． 図形反 転の 時間間隔 く以下刺激頻度 と呼ぶう
は 500m s e cく2 Hzlま た は 1000m s e cく1 Hzl の ふ た
つ を用い た． 図形の白黒模様の ひ と つ の 格子 の 大き さ
は次の 3種類 を用 い た
．
a こ縦4．5x 横 5．8 m m く格子
の 大 き さ に 対 す る 視角 は約15．4つ． b二 18．OX23．O
m m く1．0つ， C こ72．OX92．O m m く4 ．1つ．
IV ． 記 録
導出モ ン タ ー ジ ュ は L O－M F， R O－ M F の 2導出だ け
と した く1 回の 検査で同時に 使用 でき る記録用増巾器
が 2素子 の み の ため1． 刺激図形 を呈 示 し， そ の 直後 で
得 られ る反 応波を誘発電位記録装置 く日本光電製1 を
用 い て 128回加算 し， 1個の V E P を記録 した． く解析
時間500m s e cl． 増巾器の 帯域周波数は低域が 2 Hz
．
高域は 100 Hz を用 い た
．
V ． 検査手順
以下の 順序 で各々 2 へ 3分の 休憩時間をお い て 検査
をお こな っ た ．
1 ■ 両眼視 で， 刺激条件は 1壬iz の 刺激頻度 を用 い ，
刺激図形の 大 きさ をb， a， C の 順序 で 変化さ せ て 記貞臥
す べ て 1 回記録．
2 ． 同様 の 状態で 刺激頻度 を2Hz に 変え， 刺激図形
Fig． 1． Visu ala nglein patte rnV E P． T he vis u alangleくのtotelevisio n sc r ee nis57．
3x rld． A siz e ofe a ch che ck in a cheker edpatte rnisindic ated bythe visu al angle




is e v alu ated as a side ofthe
Che ck．
854 地引 ． 山口 ． 滝沢 ． 荒井 ． 木下 ． 大橋 ． 松原
の大き さ はb の み を用 い て 1 回記録．
3 ． 片眼 視で く他眼 は眼帯 で遮蔽つ 左目鼠 右限 の 順
序で各々 1 回記録， 刺激条件 は 1 Hz， b の 大き さ を使
用 ． 他 日無作為に 選 んだ 10名の 被検者に つ き 次 の 検査
を追加 した0
4 ． 両眼視 で， 同 じ時軌 同 じ刺激条件下で の V E P
の再現性 を確 か める目的で短 い 時間間隔 をお い て 4 回
，の 縦り返 し記録 をお こ な っ た ． 刺激条件は 1 Hz， b の
大きさ ．
W ． 記録 の 解析
誘発電位記録装置を パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ
ー と連













さ せ ， 随時再生 して 解析 した． 主 に 刺激図 形 の 呈示時
点 か ら V E Pの 各成分の 頂点 ま で の 潜 時 く頂点潜時
pe ak late n cyI を解析 し た． 振巾 に つ い ては後述の ご
と く個人 差が大き く ， 再現 性も不良な た め 一 部で しか
測定 し な か っ た ．
成 績
I ． 波 形
図 2に 示 す 波形の V E P が それ ぞ れ の 異 なっ た検査
条件下 で 常に 記録さ れ た． 左右の 導出と も に 同似の 波
形 で ， 刺激時点 か らの 頂点潜時が 比 較的短 い 陽 ． 陰 ■
陽 ． 陰性披 く図 2 で P． － Nl ． P2 ． N2う の 4 相か ら成る
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Fig． 2． Tr ansient ty pe ofpatte rn re V e rS al V E P－ Tw o V E Ps r e c o rdedsim ulta n e o u sly
fr o m right a nd left o c cipital r egions u nde r bio cula r viewing co ndit o n w e re
indic ated． T he a n alysis w a sdone at 500m s e c afte r apre se ntatio n of che cke red
patte rn r ev e rs ed atl Hz， and 1 28s w e eps w er e a v er aged． A che ck size w a sl．O in
the visu al a ngleくpatte rn
ttb
L－ in te xtl． T he pe ak latency w a s m e a su r ed fo r e a ch
w a v e of Pl－N2． T he a mplitude w a s m e a s u red for only a heightbetw e e npeaksin
P2．N2indicated by a m a rk 壬．
Tablel． Diffe re n c ebetw e e nleft a nd right VEPs．
L O R O L O＋ R O
くm e a n土SDI くm e a n士S Dl くm e a n士S Dl









54．5士 9．54 53． 士 9．1
68．8 士 7．23 66．0 士 8．22
98．8 士 5．78 97． 士 4．75
129．7 士11．3 4 130．8 士12． 1





M N 2 9－1士 3． 99 9．5 士 4－72 9．29士 4．36
T he peak late n cyくm s e clin e a ch c o mpo n e nt of Pl－ N2 a nd am plitude くp Vl betw e e n
pe aksin P2－ N2 W ere indic ated by the m e a n v alu e a nd standa rd de viatio nくS Dlfro m
data oftota1 27subje ctsin rega rd to theleft a nd right V E Ps くL O， R Ol． T he seV E Ps




atl Hz． No signific a nt differ e n c ein the pe ak latency or am plitude w asfo u nd betw e e n
left a nd right c o mpo竺e ntS くp，0．05 in ．トte stl． T her efor e， aS tO the pe ak
late n cy of
indivi dualc o mpo n e nt ln S ubsequ e nt tables3
－ 5， the left a nd right c o mpo n ents w ere
c o11e ctiv ely de alt with a sindic ated by L O ＋R O in this table －
図形反転視覚誘発電位
早期成分に続 い て ， さ ら に潜時の 長 い 後期成分が み ら
れた くN2 に 後続す る陽 ． 陰2相の 波う． こ こ で は 一 般
に測定の 対象とさ れ て い る早 期成分 の み に つ い て 解析
し た． な お 振 巾に つ い て は P2－ N2 間 の 高 さ く図2参
掛 の み 測定 した．
I工． 左右 差
1 回の 測定 で 得 られ る左右の 2 個 の VE Pに 関 し
て， 振巾 や各成分の 頂点潜時に 関す る左右差 を検討 し
た結果 を表 1 に 示 す ． 振巾， 潜時と も に 有意な左 右差
はみ られ な か っ た ． そ こ で以 下 に 述 べ る V E P成分 の
解析 はす べ て 左 右 の そ れ を区別せず に一一 括 し て 扱 っ
た ．
I軋 再 現性 と 個 人差
再現性に 関 して 同じ被検者 で 同じ時期， 同じ検査条
件下で 繰り返 し記録さ れ た VE Pの 間で の 差異 に つ い
て ， 被検者 10名で 変動 係数 くc o effic e ntofva riatio n，
855
C Vlを用 い て 検討 した 結果 を表2に 示 す
．
ま た V E P
の 個人 差 に つ い て 被検者27名 の 間で や は り C V を用
い て 検討し た結果 を同 じく表2 に 併わせ て 示 す． これ
ら の 両 方 で 振巾は頂点潜時に 比 べ る と， C V の値が は
る か に 高く， す な わ ち再現性 も悪 く， 個人 差も著 しく
大 きか っ た
． 頂点薄暗に 関し ては特 に 4 成分の 中で Pl
が最も変動 し易か っ た ．
1V． 刺激 頻 度に よ る変 化
1 Hz と b Hz の 異 な っ た刺激頻度 に よ る V E Pの 各
成 分 の 頂 点潜時の 変化 を表3 に 示 す． 2 Hz の 方が 1
Hz に比 べ て や や 延長 す る傾向が み ら れ たが ， 両者の
間で有意差が み られ たの ほ 嵩 の み で あ っ た ．
V ． 刺 激 図 形 の 大 き さ に よ る変化
刺激図形 a－ C の 間で の 異 な っ た大 き さ に よ る V E P
の 各成分の 頂点薄暗の 変化 を表 4 と図 4に 示 す． Pl－
N2 の す べ て の 成分 で 図形 の 1 つ の格子 の 大 きさ が 大
Table 2． Deviatio n of V E Ps r e c orded repe atedly in e a ch s ubje ct， a nd that 。f V E Ps
in individu als ubje cts．
deviatio n ofr e c ords de viatio nih
repeated in e a ch s ubje ct indivi du als ubje ct










0 ヘ ノ 7．71く3．28つ
0．57－ v 5．89く1．8 3つ





a mplitude P 2－N 2 5．20一 － 36．80く13．301 47．00
T he pe ak late n cy or a mplitude of e a ch V E Pc o mpo n e nt w a se x amin ed in regard to
deviatio n of V E Ps repe atedly re c orded fo u rtim esin e ach s ubiect， a nd the de viatio n
W a Sindic ated by c o effic e nt of v a riatio n くC VI which w a s sho w nin per c e ntage
くsta nda rd deviatio n x lO Oノm e a n v alu el－ T he 甲a Xim u m a nd minim u mC Vv alu e sin lO
S ubje cts， Which w eree v alu ated by the a n alysIS Of left V E Ps alo n e， W e reindic ated in
this table with the aver age in く l－ Further， the de viatio nin indivi du al s ubje ct w as
e xa mined by the C V o n the basis of data of left V E Ps re c oded in 27s ubje cts．
Re c ords w e re u nder the s a m eview c o ndito n a nd patter n re v er sal sin Table l． In
both e xamin atio n， the de viatio nin a mplitude w e refar m o re r e m arkable tha nthos ein

































































Fig． 3－ Ste ady statety pe of patter nre v er sal V E P． T hes e w e r e re c o rded u nde rthe
S a m e method a nd c o ndit o n s a sin Fig．2， e X C eptfo rthe patte rn re VrS al atlO Hz．
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Table3． Cha nge s
c o mporl e ntS by
patte rn r e v ers al．
P ． 53．95 士
N ． 64．11 士
P 2 97．79 士
地引 一 山 口 ． 滝沢 ． 荒井 ． 木下 ． 大橋 ． 松原
in pe ak late n cy of V E P
v arymg frequ e n cies of
9．75 54．11士 7．3 0




N 2 1 30．25士11．7 5 133－26士14t O3
T he pe ak late n cy in e a ch c o mpo n e nt o
f
V E Ps e v oked by patter n rev er sal at l a nd
2 Hz w a sindic ated fro mdata of 27subje cts．





in the patter n． T he pe ak
late n cy lrl ea Ch c o mpo ne nt u nde r2 Hz h
ad
a te nde ncy to be lo ngerthan u nderl Hz，
altho ughthe signific a ntdiffer e n c e w a s o n
ly
fo u nd in P2 C O mpO n e nt a Sindic ated by a
m ark L 一 串－－J which m e a nt P く0．05 in
t p test．
き い b また はc で， 小 さ い 図形 a に 比 べ て頂点潜時が
有意に 短縮 した ． 一 方 b とc の 間で は Pl， Nl， P2 は有
意差 を示 さ ず， N2 は よ り大き い 図形 c で か え っ て 潜時
の 延 長 を示 した ．
1V． 両 眼視 と片 限視 に よ る 差
表 5 に 示 す ご とく ， Pl を除 い た他 の 3成分で 両眼視
は 片眼 視 に 比 べ て有意 に頂点港晴が短 か っ た ． ま た左
眼視 と右眼視の間で は有意差は み られ な か っ た ．
考 察
V E Pに は通 常1 Ez 以 下 の 低頻度刺激 に よ っ て 生
じる 一 過性型誘発電位 くtr asie nt型l と ， 8 Hz 以上の
高頻度刺激 に よ っ て 生 じ る 定常状態 型誘発電位
くste ady．state 型1が あ る
2， く図 31． 前者 は各成分の頂
点港晴 の 測定に 有用で あ り， 後者は振巾や位相の 評価
に 適 して い る こ と が従来知ら れ てい る ． 臨床応用 に は
Table 4． C ha nge sin pe ak laten cy of V E Pc o
m po n e nts by v a rying che ck
siz e sin
r e ve rs ed pat tern s．
SIZ Eくm ml
P ． Nl
76．66 士1 0．1 4 104－14 士11■00 140■25 士22．04
bつ 18X23 53．95士9－75 66．41 士 7． 2 97
■ 9 士 5．30 1 3ロ．25 士11－7 5
63．56士 7．53 98．32 士 6． 2 1 00．61 士21． 09
aつ 4．5X5．8 59．45士9－39
cつ 72X92 52．15士7－46
bio c ula r vie w c o ndito n a nd patte rnr e v e rs al
t l Hz7













in a subje ct． The m e a npe ak late n cy
in e a ch V E Pc o mpo n ent u nde rthe sediffe
r e nt che ck siz es fr o m 27subje cts w as
indic ated with the sta ndard de viation． As to the e xpl
a n atio n， refe rto Fig－4 w hich
sho w ed this table by gr aphs■
Table 5． Diffe re nc e in peak late n cy of V E Pc o mpo ne nts betw e e n
bio c ular a nd u nio c ula r vie w c o ndito n．
V EPs w er e r e c orded u nder
left
m o n o o c ula r vie w
right
m o n o oc ula rvie w
P． 56．33 士 7．58
Ni 6 9．53 士 7－48
P2 102．58士 7．95
N 2 136．63 士15． 99
bio c ular vie w
56．1 8 士 4．74 53．95士 9．75
69．50士 6．82 66．41士 7．72
L 串率 J
車 車 J
1 03．22 士 7． 6 97．79 士 5．30
L 暮 春 J
串 串 J
137．50 士18． 6 130．25士 士11．75
L 車車十 J
車串 J






s ubjects． T he peak late n cyin e a ch V E Pc o mpo n e nt u nderbio c ular vie w
c o nditio n w a s slgnific a ntly shortertha n u nder u nio
c ula rvie w c o ndito n
a sindic ated by竺 m ark
L 串 串 J くpく0．01， t － te Stl， e X C ePt for PI
c o mpon e nt－ No slgnific a nt differ en c e w a sfo u nd
betw e e nthe left a nd








8 b C 8 b c
Fig． 4－ Cha ngesin pe ak late n cy of V E P
－c o mponents by v a rying che ck size sin
r ev er sed patter ns． Ea chpe ak late n cyin table4w a sillu stratedin graphsin r ega rd
to the m e a n v alu e a nd sta nda rd deviatio n． T he pe ak late n cy in each VE P









， a Sindic ated by a m a rk L ホ ホ Jくpく0．01，
t－teStJ， eXC eptfo rthe pe ak late n cy of N2 u nderthe t tc，， ．
後者も有用 性が ある が， 一 般に 前者の 方が 多く用 い ら
れて お り， その 際各成分 の 潜時の 延 長 の 有無が問題 と
される． 本研究 で 観察さ れ た V E P は すべ て 前者に 相
当する
．
V EP の 各成分 の 名 称や表記 の 仕 方 は 諸家 に よ っ て
か な り異 な る． 本研 究 で み られ る Pl へ N2 は Ga sta ut
の I ．IV波に 相当 し， ま た Ciga n ek の 1次反 応に 相当
するり
．
これ ら の 成分 は 主 と して 網膜 か ら 外側膝状体
を経由して 大脳 の 視覚領皮質 に 到達す る視覚特殊射系
の 神経経路 を介し て誘発 され る と考 えら れ て い る が，
個々 の 成分 の 詳細 な起源に つ い ては まだ よ くわ か っ て
い な い ．
V E P は刺激条件 が同 じで あ っ て も 検査 室内の 明 暗
な ど些細な状況 の 適い で 変化し， ま た個人 差が か なり
著 しく， しか も集中力や覚醒水準に よ っ て も容易 に影
響 を受 け易い こ とが知 られ て い る く特に 潜時に 比 べ て
振巾が よ り変動 し易いう． 本研究 で は 4成分の 中で 最も
早 い 成 分 で あ る P． の 変異度が ， 再現性や 個人 差 の 両
面で 特 に著 し か っ た
．
こ の 結果は過去の報告と 一 致す
る と思 わ れ， 従来 V E Pの 早期成分の 解析 を 一 般 に は
858 地引 ． 山口 ． 滝沢 ． 荒井 ． 木下 ． 大橋 ． 松原
Pl を除い て Nl， P2， N2の 3成分だ け とす る場合が多
い の は こ の た めと推測 され る に の場合 は P2 は Plと
表記さ れるだ即
一 過性型 視覚誘発電位 を記録 す る際の刺激頻度は
一
般に 2 Hz 以 下が推奨され て い る ． 1 Hz 以下 で は加算
回数 に も よ るが 1個 の V E P記録 に 時間が か か り被検
者の注意力 に も持続 し に く い の で ， 本研究で は 1 Hz
と2 Hz の 間で 刺激頻度 に よ る変化 を検討 した． 従来
の報告をみ る と刺激頻度が高 く な ると 各成分の 頂点潜
時は 一 般 に 延長す る が， こ の 点 は本研究で も同様の傾
向が み られ た ．
刺激図形の 格子 の 大き さ に よ る V E P の変化 に つ い
て は， 格子 の 大きさ が大 とな れ ば頂点港時 は短縮 し，
逆に 小と な れ ば延長 す る こ とが 従来知ら れ て い る
4I引
． 本研究の結果も この 従来 の所見 と 一 致 す る． た だ し
本研究で は N2 で ， 最も大 き い 図形 c の際 に 図形 b の
場合と比 べ て か え っ て潜時が 延長 し， b の如く 薄暗の
短縮の 上 で最も至 適な図形の 格子 の 大き さ が存在す る
点が興味深い ． こ の よ う な潜時の変化 の機序に つ い て
は前述の 刺激頻度に よ る変化 に も あ て は ま る こ と で あ
るが， 主 に 神経伝導速度の 異 な る網膜神経節細胞の参
加の 具合 に よ るも の と推測さ れ る． 視神経 く神経節細
胞 の 軸索う の 線推の太さ の 分布 は広 く， 種 々 の 異な っ
た伝導速度 をも つ 線推群が存在 す る こ とが知 られ て い
る
．
また 最近 で は網膜神経節細胞 に は X 系と Y 系が
区別で き ， 前者は小さ い 図形の 識別の際 に 活動 し， そ
の 軸索 の伝導速度は遅く， 一 方後者は大 き い 図形 の 識
別の 際 に 興奮 し， その 伝導速度 は相対的に 早い こ とが
知 られ て い るヰ1引． 刺激図形の格子 が 大と な る と頂点潜
暗が短縮す る の は Y 系の 細胞 の ごと き 伝導速度 の 早
い 細胞が よ り多く参加 し， 小 となると延長す るの はX系
の よう な伝導速度の遅い 細胞が多く興奮す る よ う に な
るた めか も しれ な い ．
最後に 両眼視と片眼視の 間 で 前者の V E P は後者 の
そ れ に 比べ て有意 に短縮 して い たが ， こ れ に つ い て も
両眼視の 場合 は同時視 や融像視， 立体視機能 な どの 複
雑で 高度な機能 が片限視に 比 べ て よ り強く 要求さ れ
6I
，
こ う した機能 の適い に 基 づ い て V E Pの 発生 に 参与
する 神経細胞の 伝導速度が異な る た めか も しれ な い ．
結 論
視覚誘発電位 くV E円 の臨床応用 を目的と して， 正
常成人 女子 27名 で図形反転刺激 に よ る V E Pの 左 右
差 ， 再現性， 個人差， 刺激頻度 や図形 の 格子 の 大 きさ
に よ る 変化， 両眼視 と片眼 視に よ る差 異に つ い て 検討
した
．
一 過性型 くtr a sient型1の V E Pを観察 の 対象と
し， その 早期成分で あ る Pい Nl ， P2， N2 の 4成分に
つ い て そ れ ら の 個々 の 頂 点潜時 と P2－N2 の 間の 振巾
を解析 した ． 結果 を箇条的に 示 す と 以下 の ごとく であ
る ．
1 ． 頂点潜時， 振 巾とも に 有意 な左右差はみ られな
か っ た ．
2 ． 同 じ被検者 で 同 じ時期 に繰 り返 され た記録の問
で の 差異や個人差 に 関 して変動係数 くC V l を用い て検
討し た． こ れ らの 両方 に 関し て振巾は頂点潜時と比 べ
る と著 しい 差異 ほ た は変動う を示 した． 頂点潜時に
関 して は特 に P． 成分が変動 し易か っ た ．
3 ． 1 Hz と 2 Hz の 刺激頻度の 間で ， 2 Hz の 方が1
Hz に 比 べ て頂点潜時が延 長す る傾向が み ら れた．
4 ． 格子 の大 きさ の 異 な る刺激図形の 間で， 大きい
格子 の 図形 の 刺激 に よ っ て， 小さ い 格子 の 図形 の 場合
と比 べ て頂点潜暗が有意 に短縮 した．
5 ． 両眼視 で は片眼 祝 に比 べ て 頂点潜時の 有意な短
縮が み ら れた ．
こ れ ら の頂点潜時 の 変化 は V E Pの 発 生に お い て伝
導速度の 異な る視神経線推群が参与す るた め と推測さ
れ た．
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A bstract
For the clinic al ap plica tion of V E Ps， tra nSie nt V E Ps to the patter n rev e rs al w erein v e stlgated
in 27n o r m al adults in r ega rd to the di馳 re nce betw e n the left and right V E Ps， the difTtre nce
betwe en records r epe atedin asubject， theindividual s ubject difftrence， Cha nges ofthe V E Ps by
V arym gtheftequ e ncy ofpattern rev e rs ala nd checksiz esin the patter n， a ndthe difrtr e nce betw een
biocula rand u nio c ula r vie w conditio n． Fou r e a rlyc om pon e nts co nsistl ng Of Pl， Nl ， P2 ， N2 W ere
a n alyzed on e a ch pe aklate n cy a nd a mplitude betw ee n peaksin P2
－ N
2
． Res ults w er e asfb1lowsニ
1． No slgni nc a nt di駄 re n c eon the pe ak late n cy ln e aCh com po nent o rthe a mplitude w asfbu nd
betwee n the leftand right V E Ps■ 2． Both the individu al s u句e ct di飴r e n c eand the di 飴r e nce
betw e e n r eco rds repe ated in a s ubje ct wer e ev alu ated in coefncie nt ofv a riatio nくC VJ． T hese
di 能r e n c es w er efar mor e r e markablein the a mplitudetha nin thepe ak late n cy． ． In regardto these
di 飴renc esin the pe ak late n cy， the PI CO mPOne nt W a S mO StV a riable a mong the fbu rc omponents．
3－ T he pa ak late n cy l neaCh V E Pco mpon e nt t o the patte r n re v e rs alat2 Hz had a tende ncy tobe
longe rthan the on eto the pattern re versalatl Hz ■ 4－ T he peaklate n cyl neaCh V E Pc o mpon e nt
to the patter n ofa la rge che ck siz e w as slgninc a ntly sho rte rtha n the one t o the patte r nofa sm all
Check size－ 5． T he pe ak late n cy ln e a Ch V E Pcomponent u nde rbiocula r view c ondit on wa s
Slgnific antly sho rte rtha n u nde runioc ula r vie w c o ndition ． It w as presu m ed that these cha nge sin
Pe ak late n cy r es ult 丘om the d ifrte n c ein the c o ndu ctio n v elo clty OfoptlC nerVe SPa rtl CIPating l n
the indu ctio n of V E Ps．
